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2016年度 第３四半期 連結業績（4月～12月）

経常利益率 5.5％ 5.9％
ＲＯＥ 8.0％ 7.6％

ＥＰＳ 94.69円 94.04円

自己資本比率 41.0％ 39.4％

ネットＤ/Ｅレシオ 0.58 0.63

2015.3Q累計 2016.3Q累計 前年同期比増減（率）

売上高 4,911 4,893 ▲18 （99.6％）
営業利益 266 286 +20 （107.4％）
(営業外損益) 6 1 ▲5 （20.1％）
経常利益 272 287 +15 （105.5％）
(特別損益) 19 11 ▲9 （54.8％）
親会社株主に帰属する
四半期純利益 186 183 ▲2 （98.8％）

（単位：億円）

自己資本 2,372 2,497   126 （105.3％）
総資産 5,785 6,331 546 （109.4％）
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2015.3Q累計 2016.3Q累計 前年同期比 主な売上高・利益増減要因

産業ガス関連
売上高 1,442 1,498 103.9％ 粗鋼生産の回復に伴い、高炉向けオンサイトが順調に持ち直し

地域での新規獲得により、ガス供給は総じて順調
燃料費調整単価下落によりコスト改善経常利益 102 120 117.7％

ケミカル関連
売上高 712 454 63.8％ コールケミカルは、円高や原油価格低下の影響で、販売価格が下落

川崎化成工業は、汎用化学品ならびにキノン系製品の販売減少経常利益 3 ▲6 -

医療関連

売上高 870 887 101.9％ 医療用酸素が地域での事業強化を図り新規病院獲得などにより、数量増加
設備工事は、大型・中核病院の新規受注図るも、完成工事件数が減少
在宅医療はレンタル数・単価とも上昇、医療機器は成人適応拡大のNOが好調
医療サービスは、滅菌が受託拡大

経常利益 48 46 95.0％

エネルギー関連
売上高 328 297 90.5％ CP価格低下に伴い、LPガスの販売単価下落

LPガスは燃転や省エネ機器拡販、電子マネー付与サービスによる増客で数量増経常利益 18 20 111.3％

農業･食品関連
売上高 700 902 128.9％ 農産事業は、台風影響による調達量減少を、加工効率向上などで補う

飲料事業は、夏季の数量増加、新規受託の拡大などにより順調
九州屋、高谷商店、AW農園、大山ハム、AW十勝食品、プレシアの連結効果経常利益 27 40 146.6％

その他
売上高 860 855 99.5％ 塩事業は、NB・PB塩が増加するも、仕入れ塩が減少

マグネシア事業は、中国向け高級電磁鋼板用マグネシア販売減少
物流事業は、食品物流の荷扱い量増加、新規配送受託などにより好調経常利益 62 61 98.5％

（調整額） 経常利益 12 5 45.4％ －

合計
売上高 4, 911 4,893 99.6％

－
経常利益 272 287 105.5％

2016年度 第3四半期 事業セグメント別業績（4～12月）
（単位：億円）

（海水、物流、その他）
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2016年度 第3四半期 事業セグメント別業績内訳（１）

2015.3Q 2016.3Q 前年同期比 主な売上高増減要因

ガ ス 304 292 96％ 高炉オンサイトの数量増加なるも、電気代変動影響により売上減
エアセパガス全体の数量増加、エレクトロニクス向けバルクガス堅調

機 器 ・ 工 事 91 129 141％ ガス供給設備工事が増加

情 報 電 子 材 料 97 101 105％ 電子部品、半導体向け新規獲得

計 492 523 106％ －

＜産業ガス関連セグメント＞

（単位：億円）（10～12月／会計期間）

2015.3Q累計 2016.3Q累計 前年同期比

ガ ス 908 868 96％

機 器 ・ 工 事 252 341 135％

情 報 電 子 材 料 283 290 103％

計 1,442 1,498 104％

（4～12月／累計期間）
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2016年度 第3四半期 事業セグメント別業績内訳（２）

＜ケミカル関連セグメント＞

2015.3Q 2016.3Q 前年同期比 主な売上高増減要因

コ ー ル ケ ミ カ ル 170 80 47％ ガス精製が、処理用減少ならびに市況変動に伴うコークス炉ガス単価大幅下落
粗ベンゼンが、数量減少ならびに原油価格下落により販売価格が低下

フ ァ イ ン ケ ミ カ ル 23 26 116％ セグメント移管に伴う売上高増加（プリンテック）

川 崎 化 成 工 業 37 34 91％ 原油、為替影響のよる汎用化学品販売単価下落、キノン系製品の販売減少

計 230 140 61％ －

シ ー ケ ム ( 持 分 益 ) ▲7 ▲3 - 市況悪化、需要低迷なるも原料（コールタール）価格低下により、利益改善

（単位：億円）（10～12月／会計期間）

2015.3Q累計 2016.3Q累計 前年同期比

コ ー ル ケ ミ カ ル 522 280 54％

フ ァ イ ン ケ ミ カ ル 67 73 108％

川 崎 化 成 工 業 123 101 82％

計 712 454 64％ シ ー ケ ム ( 持 分 益 ) ▲12 ▲13 -

（4～12月／累計期間）
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2016年度 第3四半期 事業セグメント別業績内訳（３）
＜医療関連セグメント＞

（単位：億円）（10～12月／会計期間）

（4～12月／累計期間）
2015.3Q累計 2016.3Q累計 前年同期比

医 療 用 ガ ス 69 68 99％

設 備 180 161 89％

医 療 サ ー ビ ス 343 298 87％

2015.3Q累計 2016.3Q累計 前年同期比

医 療 機 器 26 34 129％

在 宅 医 療 69 71 103％

そ の 他 183 255 140％

計 870 887 102％

2015.3Q 2016.3Q 前年同期比 主な売上高増減要因

医 療 用 ガ ス 23 23 99％ 医療用酸素は、新規病院獲得などにより数量増加

設 備 62 55 89％ 前年度の受注残が少なく、完成工事件数が減少し減収

医 療 サ ー ビ ス 117 101 86％ 受託滅菌は伸長するも、SPDの契約病院数変動により販売減少

医 療 機 器 10 12 127％ 一酸化窒素吸入療法が、成人向けへの症例適応の拡大により好調

在 宅 医 療 23 23 104％ 在宅酸素濃縮器のレンタル数ならびにレンタル単価上昇

そ の 他 61 134 219％ ミサワ医科工業、オリオン電機、川本産業 新規連結

計 296 349 118％ －
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2016年度 第3四半期 事業セグメント別業績内訳（４）

（単位：億円）

＜エネルギー関連セグメント＞

2015.3Q 2016.3Q 前年同期比 主な売上高増減要因

Ｌ Ｐ ガ ス 121 118 98％ CP価格下落に伴い、LPガスの販売単価低下

天 然 ガ ス 関 連 ほ か 10 8 78％ LNGタンクコンテナ販売減少

計 131 126 97％ －

（10～12月／会計期間）

2015.3Q累計 2016.3Q累計 前年同期比

Ｌ Ｐ ガ ス 300 278 93％

天 然 ガ ス 関 連 ほ か 28 19 69％

計 328 297 91％

（4～12月／累計期間）
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2016年度 第3四半期 事業セグメント別業績内訳（５）

＜農業・食品関連セグメント＞

（単位：億円）（10～12月／会計期間）

（4～12月／累計期間）

2015.3Q 2016.3Q 前年同期比 主な売上高増減要因

農 産 95 107 112％ 台風影響あるも、北海道野菜の集荷業務に注力、原料確保により増販
九州屋、高谷商店、エア・ウォーター農園、エア・ウォーター十勝食品 新規連結

食 品 加 工 48 130 268％ ハムソーセージが量販店での競争激化により販売減
大山ハム、プレシア 新規連結

飲 料 99 98 99％ 飲料販売堅調なるも、一部客先でフルコストから加工賃のみとなり減収

計 242 335 138％ －

2015.3Q累計 2016.3Q累計 前年同期比

農 産 217 328 151％

食 品 加 工 130 228 176％

飲 料 353 346 98％

計 700 902 129％
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2016年度 第3四半期 事業セグメント別業績内訳（６）
＜その他セグメント＞

2015.3Q 2016.3Q 前年同期比 主な売上高増減要因

日 本 海 水 69 72 104％ ＮＢ・ＰＢ塩ともに販売堅調
環境事業が水酸化マグネシウムの販売数量増加

タ テ ホ 化 学 26 21 83％ 中国向け高級電磁鋼板用マグネシア販売減少

海 水 95 93 98％ －

物 流 106 111 105％ 一般荷扱い量増加、食品物流の新規受託増加、車体事業の販売増加

そ の 他 89 78 87％ エアゾールが人体用・家庭用品向け販売増加
子会社のリース事業売却に伴う売上高減少

計 289 281 97％ －

（単位：億円）（10～12月／会計期間）

2015.3Q累計 2016.3Q累計 前年同期比

日 本 海 水 180 192 107％

タ テ ホ 化 学 74 65 88％

海 水 254 257 101％

物 流 301 320 106％

そ の 他 304 278 91％

計 860 855 99％

（4～12月／累計期間）
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経常利益率 5.3％ 6.0％
ＲＯＥ 8.7％ 9.4％
ＥＰＳ 102.73円 117.97円
自己資本比率 40.8％ 41.3％
ネットＤ/Ｅレシオ 0. 57 0.60

2015通期 2016通期（予想） 前年同期比増減 （率）

売上高 6,606 7,000 +394 （106.0％）

営業利益 395 425 +30 （107.5％）

経常利益 351 420 +69 （119.7％）

当期純利益 201 230 +29 （114.2％）

（単位：億円）

2016年度通期連結業績（予想）

売上高、営業利益、経常利益、当期純利益につきましては、期初予想の通りといたします。

有利子負債 1, 578 1,777 +199 （112.6％）
自己資本 2,347 2,540 +193 （108.2％）
総資産 5,758 6,170 +411 （107.1％）
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（単位：億円）

2015通期 2016通期 前年同期比
実 績 計 画 増 減 率

産業ガス関連
売上高 1,948 2,050 +102 105％

経常利益 142 158 +16 111％

ケミカル関連
売上高 870 680 ▲190 78％

経常利益 ▲49 ▲8 +41 -

医療関連
売上高 1,245 1,350 +105 108％

経常利益 87 100 +13 115％

エネルギー関連
売上高 464 460 ▲4 99％

経常利益 36 39 +3 108％

農業・食品関連
売上高 916 1,210 +294 132％

経常利益 30 34 +4 113％

その他
（海水、物流、その他）

売上高 1,164 1,250 +86 107％

経常利益 91 89 ▲2 98％

（調整額*） 経常利益 14 8 ▲6 -

合計
売上高 6,606 7,000 +394 106％

経常利益 351 420 +69 120％
* 調整額 ： 各セグメントに帰属しない一般管理費等

2016年度通期 事業セグメント別 売上高・経常利益（予想）
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注記事項

本資料に掲載されている目標数値ならびに将来予想は、現時点で入手可能な情

報に基づく当社の判断によるものであり、潜在的なリスクや不確実な要素が含まれ

ています。

そのため、さまざまな要因の変化により、実際の業績は記載している将来見通しと

は大きく異なる可能性があることをご承知おきください。


